
水銀廃棄物の適正な管理・処理を目的として、4月1日より廃棄物
処理法施行令、廃棄物処理法施行規則が一部改正されました。
特別管理産業廃棄物に「廃水銀等」が新たに指定され、該当した

際には処理委託契約書やマニフェストの変更、「特別管理産業廃
棄物管理責任者」の設置等の対応が必要となりますのでご注意
ください。

※以下の特定施設で生じた廃水銀等は特別管理産業廃棄物に指定されます（水銀使用製品が産業廃棄物となったもの
に封入された廃水銀等は除く）。

※排出現場における保管にあたっては
従来の特別管理産業廃棄物の保管
基準に加え、右記の3点の基準が新
たに追加されました。

水銀廃棄物に関する法令が一部改正されました

本社を移転いたしました
3月14日（月）より、下記住所へと本社を移転しております。
新本社では、これまで近隣に所在していた検査・分析部門を統合し、7つ
の事業部門全てを集約。これにより業務の効率化と本社機能を強化し、
より良い環境づくりに向けた技術開発とサービスの向上に一層努めて
まいります。

〒381-2283
長野県長野市稲里一丁目5番地3

※郵便番号、電話、FAX番号に
　変更はありません。

改正の概要

① 特別管理一般廃棄物に該当する廃水銀の指定

② 特別管理産業廃棄物に該当する廃水銀等の指定

③ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に該当する廃水銀等の
　 収集運搬基準及び保管基準の規定を追加

水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀を回収するための施設
水銀使用製品の製造の用に供する施設
灯台の回転装置が備え付けられた施設
水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品を除く）を有する施設
国又は地方公共団体の試験研究機関
大学及びその付属試験研究機関
学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験研究を行う研究所

○密閉容器に入れる等、当該廃棄物の飛散、流出又は揮発の防止の
ために必要な措置

○高温にさらされないために必要な措置
○腐食防止のために必要な措置

新住所
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想
い
、咲
く
。



北陸自動車道

高田公園では、花の春、夏だけでなく秋、冬も魅力的な景観に出会えます。

ミヤマ中野工場

ミヤマ上越工場

　
新
潟
県
上
越
市
の
高
田
公
園
は
、
春
は

「
日
本
三
大
夜
桜
」で
知
ら
れ
る
桜
、
ま
た
夏

は「
東
洋
一
」と
賞
さ
れ
る
蓮
の
名
所
。
年
２

回
、
み
ご
と
な
花
景
色
に
酔
う
こ
と
の
で
き

る
贅
沢
な
花
の
公
園
で
す
。

　
雪
深
い
上
越
の
人
々
に
と
っ
て
高
田
公
園

の
桜
は
待
ち
わ
び
た
春
の
便
り
。
あ
で
や
か

な
昼
、
幻
想
的
な
夜
、
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ

に
浸
っ
て
季
節
の
喜
び
を
か
み
し
め
ま
す
。

　
地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
青
木
ユ
キ
子
さ
ん

も
そ
う
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
と
き
、
ハ

ッ
と
気
づ
い
た
の
で
す
。「
こ
ん
な
に
好
き
な

桜
な
の
に
、
春
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
」と
。

１
９
９
９（
平
成
11
）年
、
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
座
で
の
こ
と
。
植
物
の
生
育
や
病
害
虫

の
研
究
者
だ
っ
た
講
師
か
ら
環
境
に
つ
い
て

学
ぶ
な
か
、
高
田
公
園
の
桜
が
弱
っ
て
い
る

こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　「
突
然
咲
か
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
る

と
い
う
お
話
は
衝
撃
的
で
し
た
。
桜
の
な
い

春
な
ん
て
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
う
、
い
て

も
た
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
て…

」。愛
す
る
桜

を
い
た
わ
り
た
い
、
若
々
し
い
木
で
い
ら
れ

る
よ
う
世
話
を
し
た
い
と
、
同
じ
想
い
の
仲

間
と
声
を
掛
け
合
い
、
即
座
に
行
動
を
起
こ

し
ま
す
。
ま
ず
市
に
相
談
を
持
ち
か
け
、
四

季
折
々
に
自
分
た
ち
で
で
き
る
作
業
を
模
索
。

講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
桜
の
根
の
ケ

ア
を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
高
田
公
園
の
桜
は
１
９
０
９（
明
治
42
）年
、

在
郷
軍
人
会
が
陸
軍
師
団
の
高
田
城
入
城
を

記
念
し
て
２
２
０
０
本
を
植
え
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
１
９
２
６（
大
正
15
）年
に

観
光
協
会
の
前
進
・
高
田
市
保
勝
会
に
よ
り
、

初
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夜
桜
は

当
時
か
ら
の
目
玉
で
、「
高
田
城
百
万
人
観
桜

会
」と
し
て
開
催
さ
れ
る
観
桜
会
は
、
今
年

で
実
に
91
回
を
数
え
ま
す
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
は
60
〜
70
年
。
１

９
５
０
年
代
に
地
元
有
志
に
よ
る
木
の
手
当

て
や
植
樹
の
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
初
代
の

木
は
す
で
に
寿
命
を
越
え
、
壮
木
の
中
に
も

根
元
を
踏
み
固
め
ら
れ
て
瀕
死
の
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
土
壌
を
改
良
し
根
元
を
フ
カ
フ

カ
に
す
る
た
め
に
は
、
１
本
に
４
、
５
年
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
青
木
さ
ん
た
ち
は

15
年
以
上
に
わ
た
り
、
樹
勢
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
た
め
、
そ
れ
を
１
本
１
本
地
道
に
、
今

も
情
熱
を
絶
や
す
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
上
越
市
に「
み
ど
り

の
ま
ち
推
進
課
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
緑

化
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民

が
高
田
公
園
の
桜
保
護
に
関
心
を
寄
せ
始
め

ま
す
。
当
初
、
仲
間
た
ち
だ
け
で
孤
軍
奮
戦

し
て
い
た
青
木
さ
ん
た
ち
の
活
動
へ
の
理
解

も
広
が
り
、
肥
料
代
な
ど
の
予
算
化
も
実
現

し
ま
し
た
。
市
民
も
、
市
も
、
桜
を
い
と
お

し
む
想
い
は
同
じ
。
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
、

連
携
し
て
桜
を
守
り
育
て
て
い
く
道
筋
が
で

き
た
の
で
す
。

　
現
在
、
公
園
内
の
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

中
心
に
幼
木
も
含
め
約
２
千
６
百
本
。
高
田

開
府
４
０
０
年
を
機
に
、
２
年
前
か
ら
市
民

と
市
の
協
働
事
業「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｊ
」が

ス
タ
ー
ト
し
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
保

護
育
成
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
青
木
さ
ん

た
ち
の
経
験
が
、
こ
の
活
動
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
蓮
は
１
８
７
１（
明
治
４
）年
に
藩

の
財
政
難
を
救
う
手
段
と
し
て
堀
で
栽
培
を

始
め
た
レ
ン
コ
ン
が
ル
ー
ツ
。
市
民
に
と
っ

て
は
昔
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
花
で

す
が
、
桜
と
同
様
、
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
、
青
木
さ

ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
と
の
一
体
化
し
た
活
動
に
よ

り
、
花
の
名
所
と
し
て
輝
き
を
増
し
て
い
る

高
田
公
園
。
地
域
全
体
が
熱
い
想
い
を
共
有

す
る「
花
守
り
」と
な
っ
て
、
そ
の
輝
き
を
未

来
へ
引
き
継
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。

日本三大夜桜と東洋一の蓮に酔う

１
０
０
年
の
夢
を
は
ぐ
く
む
人
々

高田公園  自然と人が 織りなす四季模様

桜の開花に合わせて開催。三重櫓と
桜が光に浮かび上がる夜間は堀に映
り込む夜桜も幻想的。ライトアップは
日没から午後9時（最盛期は午後10
時）まで。約260ｍの桜のトンネル「桜
ロード」も圧巻。春を満喫しながらゆ
っくり散策を。

会えたらHappy♪双頭蓮
１本の茎から2つの花をつける珍
しい双頭蓮。吉祥の花とされ、運
よく見つければいいことがあるか
も。高田公園では昨年、5年ぶり
に一輪発見されました。

青木ユキ子さんが代表を務める「エコ・グリーン」は高田公園の桜、蓮を守り育て
ることを目的に活動するボランティア団体。地域に春の訪れを告げる公園の桜の

「開花宣言」も青木さんたちの重要な役割です。開花の時期が近づくと毎日仲間
たちと交替で基準木を見上げ、タイミングを観察します。また、桜への想いを少し
でも多くの人と共有し、守っていく機運を高めたいと、開花予想を募ったり、観察
会を行ったり、さまざまな工夫を重ねてきました。桜、蓮の開花期には、公園の各
所で市民や観光客と交流する青木さんたちの姿に出会えます。

上越市では2014年に迎えた高田開府
400年を機に、「市民にとってかけがえ
のない資産である高田公園の桜を100
年後にも元気な状態で残そう」と、「桜プ
ロジェクトＪ」を立ち上げました。市、エ
コ・グリーンをはじめとするボランティア
団体、公募市民が協働で活動。メンバー
は100人を越え、人々の桜への愛着はま
すます高まっています。

地元や県外の桜を視察し、守り育てている方々
と交流して活動に生かしています

高田公園へのアクセス
●北陸新幹線 上越妙高駅から えちごトキめき鉄道 妙高

はねうまラインで高田駅下車、徒歩約15分
●上信越自動車道 上越高田ICから約4km
●北陸自動車道 上越ICから約6km

花の後の「お礼肥」、「胴吹き芽」の切除、根元へ
の施肥、落ち葉を集めて堆肥作りなど、活動は
約半年間におよびます

病害虫、肥料、土壌のことなど桜に関する情報を
皆で共有し、学習する姿勢も大切にしています剪定や土壌改良など、市が専門家に委託する

樹勢回復作業も計画的に行われています

樹木医や研究者のアドバイスや指導のもと、適
切な保護活動に臨みます

高田公園の春を彩る桜と夏の風物詩となっている蓮。どちらも圧巻の花景色

●高田公園・桜プロジェクトJに関するお問合せ
　上越市都市整備部 都市整備課 TEL025-526-5111
●高田城百万人観桜会・上越蓮まつりに関するお問合せ
　上越市産業観光部 観光振興課 TEL025-526-5111
　（公社）上越観光コンベンション協会 TEL025-543-2777
　http://www.joetsu-kanko.net/

取材協力・写真提供：上越市都市整備部 都市整備課
　　　　　　　　　  エコ・グリーン  青木ユキ子氏

◆期間／4月1日（金）～17日（日）
◆期間中のイベント／
　物産展、露店
　土日曜を中心にステージショー等
　商店街タイアップイベント
　市内各所の桜祭りも同時期に開催

蓮の開花に合わせて開催。紅白入り交じり、さまざまな品種の蓮が見られます。
「東洋一」といわれる規模で咲き競う花の競演はみごと。

◆期間／7月22日（金）～8月16日（火）
◆期間中のイベント（未定）／
　昨年は物産展、露店、街並みツアー、俳句会、茶会など各種イベント、
　商店街タイアップイベントなどを実施

大好きな花たちへ、愛を込めて

100年後の満開を夢見て
～桜プロジェクトＪ活動～

四季の
高田公園

第91回 高田城百万人観桜会第37回 上越蓮まつり

上越IC

高田公園

上越高田IC

中郷IC

妙高高原IC

しなの鉄道
北しなの線

飯山駅

上越妙高駅

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道

妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン

飯
山
線

北
陸
新
幹
線

上
信
越
自
動
車
道

信濃町IC
豊田飯山IC

信州中野IC

須坂長野東IC
長野駅

上越JCT

高田駅

妙高高原駅

直
江
津
駅

も

そうとうれん

れいごえ

18

18

青木ユキ子さん（写真右）
新潟県

長野県

高田公園は花の公園。春はソメイヨシノをはじめ園内外４千本の桜が一帯を埋め尽くすように咲き競います。
夜は約３千個のぼんぼりがともり、幻想的な夜桜の風景が広がります。また、夏は外堀を蓮が埋め尽くし、清らかさをたたえた花景色に魅了されます。

ミヤマから「越後のキラメキ」をお届けします　ピジョンポスト＃32
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き
る
作
業
を
模
索
。

講
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
桜
の
根
の
ケ

ア
を
中
心
に
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
高
田
公
園
の
桜
は
１
９
０
９（
明
治
42
）年
、

在
郷
軍
人
会
が
陸
軍
師
団
の
高
田
城
入
城
を

記
念
し
て
２
２
０
０
本
を
植
え
た
の
が
始
ま

り
で
す
。
そ
の
後
１
９
２
６（
大
正
15
）年
に

観
光
協
会
の
前
進
・
高
田
市
保
勝
会
に
よ
り
、

初
の
観
桜
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夜
桜
は

当
時
か
ら
の
目
玉
で
、「
高
田
城
百
万
人
観
桜

会
」と
し
て
開
催
さ
れ
る
観
桜
会
は
、
今
年

で
実
に
91
回
を
数
え
ま
す
。

　
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命
は
60
〜
70
年
。
１

９
５
０
年
代
に
地
元
有
志
に
よ
る
木
の
手
当

て
や
植
樹
の
記
録
が
あ
る
も
の
の
、
初
代
の

木
は
す
で
に
寿
命
を
越
え
、
壮
木
の
中
に
も

根
元
を
踏
み
固
め
ら
れ
て
瀕
死
の
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
土
壌
を
改
良
し
根
元
を
フ
カ
フ

カ
に
す
る
た
め
に
は
、
１
本
に
４
、
５
年
か

か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
青
木
さ
ん
た
ち
は

15
年
以
上
に
わ
た
り
、
樹
勢
を
よ
み
が
え
ら

せ
る
た
め
、
そ
れ
を
１
本
１
本
地
道
に
、
今

も
情
熱
を
絶
や
す
こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。

　
時
を
同
じ
く
し
て
、
上
越
市
に「
み
ど
り

の
ま
ち
推
進
課
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
緑

化
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
多
く
の
市
民

が
高
田
公
園
の
桜
保
護
に
関
心
を
寄
せ
始
め

ま
す
。
当
初
、
仲
間
た
ち
だ
け
で
孤
軍
奮
戦

し
て
い
た
青
木
さ
ん
た
ち
の
活
動
へ
の
理
解

も
広
が
り
、
肥
料
代
な
ど
の
予
算
化
も
実
現

し
ま
し
た
。
市
民
も
、
市
も
、
桜
を
い
と
お

し
む
想
い
は
同
じ
。
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
、

連
携
し
て
桜
を
守
り
育
て
て
い
く
道
筋
が
で

き
た
の
で
す
。

　
現
在
、
公
園
内
の
桜
は
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を

中
心
に
幼
木
も
含
め
約
２
千
６
百
本
。
高
田

開
府
４
０
０
年
を
機
に
、
２
年
前
か
ら
市
民

と
市
の
協
働
事
業「
桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｊ
」が

ス
タ
ー
ト
し
、
１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
保

護
育
成
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
青
木
さ
ん

た
ち
の
経
験
が
、
こ
の
活
動
に
生
か
さ
れ
て

い
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
蓮
は
１
８
７
１（
明
治
４
）年
に
藩

の
財
政
難
を
救
う
手
段
と
し
て
堀
で
栽
培
を

始
め
た
レ
ン
コ
ン
が
ル
ー
ツ
。
市
民
に
と
っ

て
は
昔
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
花
で

す
が
、
桜
と
同
様
、
改
め
て
見
つ
め
直
し
、

大
切
に
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
、
青
木
さ

ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
と
行
政
と
の
一
体
化
し
た
活
動
に
よ

り
、
花
の
名
所
と
し
て
輝
き
を
増
し
て
い
る

高
田
公
園
。
地
域
全
体
が
熱
い
想
い
を
共
有

す
る「
花
守
り
」と
な
っ
て
、
そ
の
輝
き
を
未

来
へ
引
き
継
ご
う
と
し
て
い
ま
す
。

日本三大夜桜と東洋一の蓮に酔う

１
０
０
年
の
夢
を
は
ぐ
く
む
人
々

高田公園  自然と人が 織りなす四季模様

桜の開花に合わせて開催。三重櫓と
桜が光に浮かび上がる夜間は堀に映
り込む夜桜も幻想的。ライトアップは
日没から午後9時（最盛期は午後10
時）まで。約260ｍの桜のトンネル「桜
ロード」も圧巻。春を満喫しながらゆ
っくり散策を。

会えたらHappy♪双頭蓮
１本の茎から2つの花をつける珍
しい双頭蓮。吉祥の花とされ、運
よく見つければいいことがあるか
も。高田公園では昨年、5年ぶり
に一輪発見されました。

青木ユキ子さんが代表を務める「エコ・グリーン」は高田公園の桜、蓮を守り育て
ることを目的に活動するボランティア団体。地域に春の訪れを告げる公園の桜の

「開花宣言」も青木さんたちの重要な役割です。開花の時期が近づくと毎日仲間
たちと交替で基準木を見上げ、タイミングを観察します。また、桜への想いを少し
でも多くの人と共有し、守っていく機運を高めたいと、開花予想を募ったり、観察
会を行ったり、さまざまな工夫を重ねてきました。桜、蓮の開花期には、公園の各
所で市民や観光客と交流する青木さんたちの姿に出会えます。

上越市では2014年に迎えた高田開府
400年を機に、「市民にとってかけがえ
のない資産である高田公園の桜を100
年後にも元気な状態で残そう」と、「桜プ
ロジェクトＪ」を立ち上げました。市、エ
コ・グリーンをはじめとするボランティア
団体、公募市民が協働で活動。メンバー
は100人を越え、人々の桜への愛着はま
すます高まっています。

地元や県外の桜を視察し、守り育てている方々
と交流して活動に生かしています

高田公園へのアクセス
●北陸新幹線 上越妙高駅から えちごトキめき鉄道 妙高

はねうまラインで高田駅下車、徒歩約15分
●上信越自動車道 上越高田ICから約4km
●北陸自動車道 上越ICから約6km

花の後の「お礼肥」、「胴吹き芽」の切除、根元へ
の施肥、落ち葉を集めて堆肥作りなど、活動は
約半年間におよびます

病害虫、肥料、土壌のことなど桜に関する情報を
皆で共有し、学習する姿勢も大切にしています剪定や土壌改良など、市が専門家に委託する

樹勢回復作業も計画的に行われています

樹木医や研究者のアドバイスや指導のもと、適
切な保護活動に臨みます

高田公園の春を彩る桜と夏の風物詩となっている蓮。どちらも圧巻の花景色

●高田公園・桜プロジェクトJに関するお問合せ
　上越市都市整備部 都市整備課 TEL025-526-5111
●高田城百万人観桜会・上越蓮まつりに関するお問合せ
　上越市産業観光部 観光振興課 TEL025-526-5111
　（公社）上越観光コンベンション協会 TEL025-543-2777
　http://www.joetsu-kanko.net/

取材協力・写真提供：上越市都市整備部 都市整備課
　　　　　　　　　  エコ・グリーン  青木ユキ子氏

◆期間／4月1日（金）～17日（日）
◆期間中のイベント／
　物産展、露店
　土日曜を中心にステージショー等
　商店街タイアップイベント
　市内各所の桜祭りも同時期に開催

蓮の開花に合わせて開催。紅白入り交じり、さまざまな品種の蓮が見られます。
「東洋一」といわれる規模で咲き競う花の競演はみごと。

◆期間／7月22日（金）～8月16日（火）
◆期間中のイベント（未定）／
　昨年は物産展、露店、街並みツアー、俳句会、茶会など各種イベント、
　商店街タイアップイベントなどを実施

大好きな花たちへ、愛を込めて

100年後の満開を夢見て
～桜プロジェクトＪ活動～

四季の
高田公園

第91回 高田城百万人観桜会第37回 上越蓮まつり

上越IC

高田公園

上越高田IC

中郷IC

妙高高原IC

しなの鉄道
北しなの線

飯山駅

上越妙高駅

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道

妙
高
は
ね
う
ま
ラ
イ
ン

飯
山
線

北
陸
新
幹
線

上
信
越
自
動
車
道

信濃町IC
豊田飯山IC

信州中野IC

須坂長野東IC
長野駅

上越JCT

高田駅

妙高高原駅

直
江
津
駅

も

そうとうれん

れいごえ

18

18

青木ユキ子さん（写真右）
新潟県

長野県

高田公園は花の公園。春はソメイヨシノをはじめ園内外４千本の桜が一帯を埋め尽くすように咲き競います。
夜は約３千個のぼんぼりがともり、幻想的な夜桜の風景が広がります。また、夏は外堀を蓮が埋め尽くし、清らかさをたたえた花景色に魅了されます。

ミヤマから「越後のキラメキ」をお届けします　ピジョンポスト＃32



水銀廃棄物の適正な管理・処理を目的として、4月1日より廃棄物
処理法施行令、廃棄物処理法施行規則が一部改正されました。
特別管理産業廃棄物に「廃水銀等」が新たに指定され、該当した

際には処理委託契約書やマニフェストの変更、「特別管理産業廃
棄物管理責任者」の設置等の対応が必要となりますのでご注意
ください。

※以下の特定施設で生じた廃水銀等は特別管理産業廃棄物に指定されます（水銀使用製品が産業廃棄物となったもの
に封入された廃水銀等は除く）。

※排出現場における保管にあたっては
従来の特別管理産業廃棄物の保管
基準に加え、右記の3点の基準が新
たに追加されました。

水銀廃棄物に関する法令が一部改正されました

本社を移転いたしました
3月14日（月）より、下記住所へと本社を移転しております。
新本社では、これまで近隣に所在していた検査・分析部門を統合し、7つ
の事業部門全てを集約。これにより業務の効率化と本社機能を強化し、
より良い環境づくりに向けた技術開発とサービスの向上に一層努めて
まいります。

〒381-2283
長野県長野市稲里一丁目5番地3

※郵便番号、電話、FAX番号に
　変更はありません。

改正の概要

① 特別管理一般廃棄物に該当する廃水銀の指定

② 特別管理産業廃棄物に該当する廃水銀等の指定

③ 特別管理一般廃棄物及び特別管理産業廃棄物に該当する廃水銀等の
　 収集運搬基準及び保管基準の規定を追加

水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀を回収するための施設
水銀使用製品の製造の用に供する施設
灯台の回転装置が備え付けられた施設
水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品を除く）を有する施設
国又は地方公共団体の試験研究機関
大学及びその付属試験研究機関
学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験研究を行う研究所

○密閉容器に入れる等、当該廃棄物の飛散、流出又は揮発の防止の
ために必要な措置

○高温にさらされないために必要な措置
○腐食防止のために必要な措置

新住所
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